
クリニック医師より



院内BCPプロジェクトチーム

メンバー：医師1名、看護師2名、事務員2名

プロジェクト・リーダー：看護師

災害（南海トラフ地震）等の有事の際を想定

して、それぞれの職種の立場からディスカッ

ション

✓BCPの基本方針策定

✓優先する業務の洗い出し（リスクマネ
ジメント）

✓職員及び在宅患者の安否確認方法（在
宅患者の安否確認の優先度づけ）

✓BCP発動基準

✓必要物品リスト作成

✓患者情報共有方法の確認

✓事業影響分析（平常時の業務フローの
確認）

✓業務影響分析

✓業務継続戦略の策定





院内ミーティング 月2回程度、1時間

2022.2月 震災シミュレーション
（ステージ1-2を想定、
リスクシナリオ、リスクアセスメントシートを埋める）

院内設備総点検 & 地震対策

こっそりシミュレーション（ステージ4を想定して）

2022.3月 BCP第1版完成



基

本

方

針

昨今、自然災害や医療

機関をターゲットにし

た事件が頻繁に発生し

ている。地震・台風な

ど自然災害や感染症、

さらには人災からの被

害を最小限に抑え、利

用者や地域住民の期待

に応えて医療提供体制

を存続することは重要

なことである。そのた

めには普段から十分な

“備え”をし、どのような

災害が発生しても迅速

に適切な対応がとれる

ことを目指す。

1)職員のいのちと安全を

最優先にする

2)利用者のいのちと生活

を守る医療提供を途切れ

させない

3)地域住民の助けとなる

4)職員の権利と意思を

尊重する



在宅患者
安否確認の
優先度



個別避難
計画と

予備薬処方

日本在宅医療連合学会誌 第 5 巻・第 3 号 2024 年 8 月



災害時の
診療記録
管理

1. 電子カルテ（院内サーバー型→2024年セミクラウド化）

2. 紙カルテ（訪問診療時に使用）

3. CrossLog（訪問診療スケジュール管理）





災害時の

診療情報共有ツール

として



KDDI/au通信障害

• 2022年7月2日（土）AM1:35頃 通信障害発生

• 土曜日は午前診のみの営業時間（9-12時）しかも緩和医療学会参加中・・・

当院の在宅緊急コール携帯のキャリアは全てau

→診療開始後も通信障害が復旧しないためプチBCP発動

✓電話不通時の対応マニュアルを元に、着信可能な電話番号へ転送設定

✓連携事業所リストを元に、訪問看護ステーションと調剤薬局に対して
緊急コール電話番号の変更を通知
FAX
SNS（FineLink：LineWorks）
固定電話



院内BCPシュミレーション
ワークショップ（地震・火災）



困ったこと

・どうやって文書化するの？

⇒ STEP1とSTEP2-1まで文書化

STEP4，5（BCPサマリーなど）テンプレートままを添付

STEP3アクションカードはラミネートして各往診車へ搭載

・完成、、、するの？

⇒ とりあえず一旦、文書化することが重要かも

アクションカードをスタッフの目につくところに設置しまくる！



院内BCPミーティング

2022.5月 火災を想定したシミュレーション（ステージ３を想定）

2022.9月 台風19号の振り返り

2022.10月 ケアマネへのアンケート調査1回目、個別避難計画について

2022.11月 ケアマネへのアンケート調査2回目

2023.1月 大雪

2023.2月 院内個別避難計画の開始、予備薬について

2023.4月 新年度の計画、院内設備総点検

2023.5月 新入職向け BCPオリエンテーション

2023.8月 大雪の振り返り、暴風雨雪タイムラインの作成、台風7号

2023.10月 BCPブラッシュアップ改定

2024.1月 個別避難計画の点検・改良

2024.4月 BCPチーム再編成



2023.8/15 台風7号



診療予定アプリ＠クロスログ
予備薬の有無や変更可能日を
事前に調整、メモに残して共有した。

災害アプリ＠Yahoo
河川の氾濫や土砂災害の警戒情報をリアル
タイムで共有し、訪問ルートを検討した。

医師A 医師B 医師C



2023.12月 インフルエンザ感染

ワタシがインフルエンザに感染しました……

・外来は閉めて、予約患者を別日へ振り分け

・予備薬を処方している在宅患者の予定訪問を延期

・退院前カンファレンスはオンラインに切り替え

・上記作業をスタッフが自立的に調整

ソロプラクティスの医師にこそ、BCPが必要かも

事前に院内ルールを構築しておくことができる！



まとめ

• 多職種でBCPを策定していく課程が、院内
の多職種連携の醸成に繋がった

• 防災訓練・ワークショップ

• 平時から備えていないと、いざというとき
に迅速に対応できない

• プチ災害への対応力

• 電話転送設定の方法

• 連携各事業所の連絡先リスト一覧（デジタル
データ及び紙データ）

• BCPを策定している訪問看護ステーション
や居宅介護支援事業所等と「地域BCP」の
構築を目指す：まずは地域の防災計画から
着手
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